
令和６年度沖縄県観光振興基金活用事業一覧（予定）

（単位：千円）

1
【新規】
那覇空港観光２次交通対策
事業

那覇空港における２次交通対策を実施する。

①繁忙期における交通誘導員の配置
①バス乗り場の環境整備
②繁忙期におけるレンタカー送迎車両スペースの確保

【変更理由】
　令和５年11月議会において、交通政策課がNABCOが実施する「構内道路の渋滞解消のた
め、スピーカーを導入」に対し、補助金を予定しているため、同様の効果である交通誘導員の
配置は取り下げることとした。

新規 調整中 第１号
文化観光スポーツ
部

観光振興課

2
【新規】
観光タクシー人材育成支援
事業

沖縄観光の質の確保及び観光タクシーの利用促進を図るため、タクシー会社が実施する観光
タクシー研修等に対し、補助金を交付する。

【変更理由】
　観光事業者の人材確保等を支援する別の事業（内閣府事業）において、タクシーの資格取得
支援等を行うため、取り下げることとした。

新規 調整中 第１号
文化観光スポーツ
部

観光振興課

3
【新規】
観光のしごと魅力発信等事
業

　観光業界における仕事の魅力を伝えるための広報を実施するとともに、学生等向けに観光
業界見学ツアー等を開催し、観光分野への多様な人材の養成を図る。

【変更理由】
　No17【継続】観光人材確保支援事業にて行うため、取り下げることとした。

新規 調整中 第１号
文化観光スポーツ
部

観光振興課

4
【新規】
災害時観光客避難支援事業

台風による影響により、帰宅困難となった観光客の一時避難先の確保を市町村が確保する際
に生じた費用等を支援する。

新規 調整中 第１号
文化観光スポーツ
部

観光振興課
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5
【新規】
観光人材受入等支援事業

観光人材の受入促進に関わる取組や、観光事業者と求職者のマッチング機会の創出を図るほ
か、インターンシップを促進することにより、観光業界の持続的発展に繋がる人材の確保・定着
を図る。

【変更理由】
　国の財源を活用した事業（重点支援臨時交付金）にて行うため、取り下げることとした。

新規 調整中 第１号
文化観光スポーツ
部

観光振興課

6
【新規】
世界自然遺産地域活動支援
事業

世界自然遺産である沖縄島北部及び西表島の遺産価値を将来に渡って維持し、魅力ある観
光地としていくため、民間主導による世界自然遺産地域の環境保全活動や利用ルールの普及
啓発や、人材育成の取組に対する支援を行う。

新規 調整中 第２号 環境部 自然保護課

7
【継続】
観光２次交通結節点機能強
化事業

観光２次交通結節点の設置に向け、北谷町で以下の実証事業を実施する。

①実証事業に必要な交通広場の整備を行う。
②実証事業として、交通広場を中心とした北谷町美浜エリアで周遊バス等を運行する。

継続 調整中 第１号
文化観光スポーツ
部

観光振興課

8
【継続】
観光２次交通利用促進事業

沖縄観光の交通手段については、レンタカーが主流となっているものの、国際線の復便や車
の免許を持たない観光客の観光２次交通を確保するため、繁忙期において、市町村、旅行事
業者、交通事業者等が行う観光２次交通の確保（観光施設や観光地域を結ぶ運行等）に要す
る経費に対し、補助金を交付する。

①補助金
②補助事業の事務局及び補助対象区間の周知に向けた広報

継続 調整中 第１号
文化観光スポーツ
部

観光振興課

9
【継続】
マリンレジャー事故防止事業

　ビーチや海岸の概要及び事故発生状況を含むハザードマップシステムの継続的な広報を行
うとともに、安全にマリンレジャーを楽しむための動画等と取りまとめたポータルサイト「沖縄マ
リンセーフティー」を観光客に対して海の危険性及び正しい知識を周知し、事業者に対しては
最新の事故及びヒヤリハット事例等を提供することで水難事故防止へと繋げる。
　また、水難事故防止に関する取組を行っている団体及び関係機関と連携する事でマリンレ
ジャーに係る受入体制の整備強化を図る。

継続 調整中 第１号
文化観光スポーツ
部

観光振興課
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10
【継続】
サステナブルツーリズム推進
事業

　国内外の観光需要が急速に回復し、一部の地域では観光客が集中することにより過度な混
雑や地域のルールを無視した観光によって地域住民の生活への影響や旅行者の満足度低下
への懸念も生じている状況であり、適切な対処（観光諸問題解決）を必要としている。
　本県においては、持続可能な観光（サステナブルツーリズム）を目指すため各エリアで起きて
いる観光諸問題を解決し、観光客の受入と住民生活の質を確保を両立しつつ、地域の実情に
応じた具体策を講じる。
　そのため、適切な課題の把握や沖縄観光の優先的な課題解決を行うことによりモデルケース
を確保し総合的な支援を行う。

継続 調整中 第４号
文化観光スポーツ
部

観光振興課

11
【継続】
MICE受入体制強化等事業

県内MICE関連事業者の受入体制の強化を図り、国内外のMICE需要を取り込むため、専門的
な人材の育成や専門家からの指導・助言を行うとともに、県内で開催されるMICEにおいて支援
を通じて誘因する。

継続 調整中 第１号
文化観光スポーツ
部

MICE推進課

12
【継続】
しまじまの芸能を活用した文
化観光コンテンツ創出事業

「沖縄県伝統芸能祭」（屋内、文化財活用、ナイトコンテンツ等）を行うことにより、文化資源を活
用した観光振興を図り、国内外からの観光客の受入体制の強化を図る。

継続 調整中 第３号
文化観光スポーツ
部

文化振興課

13

【継続】
新たなアクティビティを活用し
たスポーツツーリズムコンテ
ンツ実証事業

本県のスポーツ、ヘルスケア、観光団体等が横断的に連携することにより、これまで素材として
活用されることが少なかったスポーツアクティビティ（モータースポーツ、キャンプ、フィッシング、
アーバンスポーツ等）を活かした新たなスポーツツーリズムコンテンツの実証モデルを創出し、
同モデルの収益性を高めることにより、スポーツによる地域経済の活性化を図る。

継続 調整中 第３号
文化観光スポーツ
部

スポーツ振興
課

14
【継続】
サンゴ礁保全再生活動促進
事業

生物多様性の保全、観光資源・漁業資源として重要な価値を有しているサンゴ礁の保全を図る
ため、観光・レジャーによるサンゴ礁への影響を整理し、最新の知見を収集するとともに、観
光・レジャー事業者向けのサンゴ礁保全のための普及啓発を行う。また、ダイビング船係留ブ
イの設置によるサンゴ礁保全への効果検証を行う。

継続 調整中 第２号 環境部 自然保護課
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15
【継続】
沖縄県観光振興基金運営事
業

沖縄県観光振興基金の公正・中立な活用、効果的な活用を図るため沖縄県観光振興基金検
討委員会を設置し、有識者や観光関連団体等から意見を聴取する。

継続 調整中 第１号
文化観光スポーツ
部

観光政策課

16

【新規　※追加分】
沖縄の多様なソフトパワーを
活用した映像作品等支援事
業

沖縄県の自然、歴史、文化等のソフトパワーを活用した映画・映像等のコンテンツ製作を支援
することにより、県内映画・映像関係者や文化伝統の担い手の人材育成や活動の場の創出を
図る。また、沖縄各地に存在する多様な魅力を映像作品として提示することにより、来訪目的
の多様化を図り、観光客の滞在日数の増加や観光消費額の向上を図る。

新規 調整中 第３号
文化観光スポーツ
部

文化振興課・
観光振興課

17
【継続　※追加分】
観光人材確保支援事業

県内外での合同就職説明会の開催やインターンを促進することにより、観光事業者と求職者
のマッチング機会を創出するほか、観光現場で働く魅力を発信し、観光業界における人手不足
の解消および就労意欲の向上を図る。

継続 調整中 第１号
文化観光スポーツ
部

観光振興課

18
【継続　※追加分】
空手ツーリズム受入体制構
築事業

沖縄空手を文化観光資源として活用した空手ツーリズムを推進し、空手観光窓口の設置や多
言語で案内・解説ができる空手ガイドの活用推進等、国内外からの空手愛好家（ヘビー層）や
観光客（ライト層）の受入体制構築、強化及び満足度向上に取り組み、沖縄空手の持続的な発
展、観光産業への寄与を図る。

継続 調整中 第３号
文化観光スポーツ
部

空手振興課
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